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しているマンジュ・グルン（Manju　Gurun満洲国）の
時代に当るわけである。
　私は1987年10月数名の研究者と共に中国遼寧省におけ
る清初の史跡の調査を試みたが，その際マンジュ・グル
ン時代の山城や都城であったフェアラ（Fe　Ale費阿拉，
現在の興京旧老城），ヘトアラ（Hetu　Ala赫図阿拉，
現在の興京老城），ジャイフィヤン（Jaifiyan界藩，現
在の鉄背山），遼陽，東京城，盛京（藩陽）を実地に踏
査した。さらに翌1988年の8月から9月にかけて再び遼
寧省と共に吉林省において史跡の調査に当り，遼寧省で
はグレ（Gure古将，現在の古楼），サルフ（Sarhti薩爾
潜）及びヌルハチによって滅ぼされた海西女直のフルン
（Hulun呼倫）四国の一のハダ（Hada恰達）を，吉林省
においては同じくフルン四国の内のエホ（Yehe葉赫），
ウラ（Ula鳥拉）の城肚を廻った。これらマンジュ・グ
ルン時代の女真の諸城について，特に蘇子河流域の建州
女直すなわちヌルハチの築造したものを中心に，実地の
調査に併わせて文献史料の面からその実態を究明してみ
たい。
　なお私は既に1987年11月24日財団法人東洋文庫秋期東
洋学講座において「清初史跡の二三について」と題して
同年10月の調査結果の一部を発表した（要旨はr東洋文
庫書報』19，1988年3月刊に掲載）。また同行した日本
大学教授松村潤氏に「後金国の山城・都城遺跡の調査」
（r史叢』41，1988年8月刊）という論文がある。古く文
献史料によってこの問題を論じたものに戸田茂喜氏の
「清太祖の都城遷移問題」（r史学研究』8－3，9－2，10
－1，2，1937～38）及び「赫図阿拉城構成の素描」（『山
下先生還暦記念東洋史論文集』1938所収）があるので参
照されたい。
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　後金国とは，一般には清の太祖ヌルハチが1616年に即
位してより，1636年にその子太宗ホンタイジが大清寛温
仁聖皇帝の称号を受けて再度即位するまでの20年間の満
洲族の国家をいうが，ここではそれ以前1583年にヌルハ
チが興起して以後の時期を含むものとしたい。すなわち
より正確にいえば，私がかねてその国号について問題に
　1．　フェアラ
　『満洲実録』巻2によれば丁亥の年すなわち明の万暦
15年（1587）にヌルハチは初めてショリ河とギヤハ河の
中間の丘に三層の城を築き，衙門楼台を造った。その位
置は現在の遼寧省撫順市新賓満族自治県の二道河子村附
近で，恰爾撒山の北麓に当る。この城はその後，万暦31
年（1603）にヘトアラに移るまで16年間ヌルハチの居城
であり，後にフェアラと呼ばれるようになった。フェア
ラの文字は『満文老棺』によれば天命5年（1620）3月
5日の条に初めて見え（満文老棺研究会訳註本1，p．　213，
以下『満文老棺』は同本に依る），「フェアラの城に三千
の甲兵を置け」とある。フェアラとは「旧い丘」を意味
し，ヘトアラに対して旧アラとしてその名称が用いられ
たのであろうが，ここはヌルハチの居城がヘトアラに移
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ってしまってからも，なお重要な地として存在したよう
である。
　フェアラにヌルハチの居城があった当時，万暦23年
（1595）この地を踏んだ朝鮮の女直通事河世国の報告が
r李朝宣祖実録』巻69，宣祖28年11月戊子の条にみえ，
フェアラ内の情況を詳しく記している。またこの年の年
末から翌年正月にかけて1週間ここに滞在した朝鮮の軍
人南部主簿の申忠一の有名な『建州紀程図記』は，当時
のマンジュ・グルソの実態を極めて詳細且つ具体的に伝
えていて，フェアラ研究の第一等の史料である。そして
曽つて稲葉岩吉氏はr図記』の研究と共に1939年4月現
地を調査した結果を纒めて『興京二道河子旧老城』を同
年12月に刊行した。同書には，稲葉氏のもとで実際に城
赴の調査発掘に当った高橋匡四郎ら3氏連名による12頁
ばかりの「二道河子旧老城実査概報告」と「旧老城建築
趾発掘実測図並図版」が収められている。この時の調査
は，高橋氏の記述によれば申忠一の記録と図記を実証
し，後金国建国以前の歴史的遺跡を顕現するのを主要目
的とし，建築鮭の個々の細密な発掘を避けてなるべく多
くの建築均kに行き亘るようにし，将来の細密な発掘の可
能なるように努めて留意したとのことである。しかし残
念ながらその後再び高橋氏等によって細密な発掘がなさ
れることはなかった。同氏の発掘より既に半世紀を経過
したが，現地で見聞したところでは，戦後中国において
本格的な発掘や調査は今日に至るまで未だ行われていな
いようである。従って高橋氏らの調査報告は，簡単では
あるにしても甚だ貴重なものと言わねばならない。
　フェアラの城垣hは吟爾撒山の北側の斜面にあるのであ
るが，現在は比較的傾斜の緩やかなところはトウモロコ
シ畑となっており，他は雑草や灌木が生茂っている。こ
こには套城・外城・内城と三重の城があるが，高橋氏の
報告にあるようにその土壁痕や門肚は現在もなお残存し
ていることが確認できた。『建州紀程図記』によれば内
城には胡家すなわち女真人の家が100余，外城には300余
家，外城外に400余あったというが，その痕跡は全く無
い。またr図記』によれぽ内城内に木柵に囲まれたヌル
ハチの居宅とその同母弟シュルガチの居宅があったと記
されているが，これまた建物は全く無く，ただヌルハチ
の居宅の礎石や坑の一部，碑が僅かに雑草の中に残存し
ているに過ぎない。シュルガチの居宅肚はトウモロコシ
畑になっていて，丁度刈取った後の空地の状態であった
が，割合平坦な良好な場所である。一方ヌルハチの居宅
趾は今も汗王殿肚と呼ぼれているが，一段と高い台地の
上にある。すなわち南方から北方へ延びてきた台地で，
東西の両側と北側の三方が崖となっている険阻な地形で
ある。従ってその形状は麓からもよく見えるし，この台
地の上からの眺望も非常に良い。ただ台地上の広さは大
変狭く，申忠一の描いた図から想像され勝ちな大きな規
模ではない。ともあれ今後本格的な調査の必要を痛感し
た次第であった。
　2．　ヘトアラ
　ヘトアラは清末以降は興京老城といわれ，現在は新賓
県永陵鎮老城村に在る。すなわち永陵鎮の東方，蘇子河
の直ぐ南方の平たい台地である。ヘトアラとは「横の
丘」を意味するが，それはその地形に由来するのであろ
う。r満洲実録』巻3によれば，万暦31年の条にヌルハ
チはフランハダ（Hitlan　Hada）の南の丘からヘトアラ
に移ったとある。フランハダとは満洲語で「煙突の峯」
を意味し，漢語では今も煙筒山と称するが，頂上近くに
煙突型の巨岩が屹立しているところからこの名があり，
永陵鎮の対岸，蘇子河の南に聾えている海抜814mの山
である。我々は先ず初めにこの煙筒山に登り，頂上から
ヘトアラを中心とする地域の地形を観察した。幸い好天
気に恵まれ眺望を騨まにすることを得たが，要するにこ
の辺一帯は全くの山間地帯で平地が狭く，その中でやや
車坦なのがヘトアラ附近であることがよく認識できた。
　『満洲実録』にいう「フランハダの南の丘」とはフェ
アラのことで，ヘトアラはフランハダの東北方に当り，
フェアラとは直線距離で4km程ある。ヌルハチが万暦
31年に築いたのがヘトアラの内城であるが，『満洲実録』
巻3万暦33年（1605）3月の条には「城の外を周り大城
を築いた」とあり，外城が造られた。ヌルハチは爾後天
命4年（1619）までここに居住し，その間同元年にはい
わゆる後金国ハンの位に即いたのである。そして太宗の
天聰8年（1634）にはヘトアラはエンデン・ポトン
（Yenden　Hoton興京）と改称されて清末に至った。
　当時のヘトアラの状況について具体的に記しているの
は天命4年のサルフ戦の際，投降した朝鮮軍の一員李民
寅が記した「建州聞見録」であるが，それによると
　　奴城有内外，築内城則以木石雑築，高可数丈，潤可
　　容数三万衆，有七門，外城頽堀幾尽，外城内居人尽
　　移者片云，
とあり，同じく朝鮮側の文献『春披堂日月録』の光海君
11年（1919）6月の条や，明の程令名の「東夷奴児恰赤
考」にも大体似たような状況を伝えている。ただ内城の
門の数を「建州聞見録」では7，『春披堂日月録』では8
というような異同もある。今回我々を現地に案内した新
賓県の民族委員会主任劉慶華氏の談話によると，北に1
門，東に2門，南に1門の計4であるとのことであっ
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た。その根拠は新しい実地調査の結果なのか明らかでな
いが，或いは『康煕盛京通志』巻1に4門とあり，『欽
定盛京通志』巻18やr大清一統志』の興京城池の条など
に「南一門，東二門，北一門」とあることに依る推測で
あるかも知れない。我々は北門，南門，東門の阯を実地
に調べ，現在もなおこの台地に出入する隆口になってい
るのを確認した。
　日本人で最も古く学術的関心をもってヘトアラを実地
に踏査したのは内藤湖南氏で，1905年11月11日と翌12日
に亘ってであった。その際撮影した写真が，1908年に刊
行された氏の編するr満洲写真帖』に興京老城と題して
6葉収載されていて，清末当時の状態を如実に示してい
る。その中に北門の写真があり，屋根のある老朽した門
がみえるが，現在は全く残存せず，ただ陸口の両側の崖
に石積みが若干残っているに過ぎない。ヘトアラは1963
年に遼寧省の重点文物保護単位に指定され，f赫図阿拉
城」と刻した標石が北門の手前に立てられていて，北門
がいわば正門のように扱われている。『満洲写真帖』の
北門の図の説明文では「東西北ノ三門ヲ有ス」とあり，
西門があったようであるが，西側は絶壁になっているか
ら西は南の誤りであろうか。南門は現在左右両側に整然
と石垣が築かれていて，門扉や屋根はないものの最もよ
く門らしい形をしているけれども，極く近年修復したも
のらしく固り原形ではない。陸口の通路に敷かれている
石だけが原物であるとのことであった。
　またr満洲写真帖』の説明文には「興京老城ニハ内外
二重の土壁アリ内壁ハ今猶完全ニシテ」とあるが，現在
内城壁は到底完全とは言えず，むしろかなり崩壊してい
るようで，東門の北方に元の城壁の一部が20m程残存し
ているのが特に注目された。台地の上にある内城内は，
今は農家が点在し，トウモロコシや野菜が栽培されてい
る全くの田園風景で，ヌルハチ当時の都城としての面影
は全く無い。尊号台，正白旗衙門肚，正藍旗衙門肚など
の標石が立っているが，無論建物は全く存在しない。尊
号台はr満洲写真帖』に「土人ハ猶ホ称シテ金鷲殿ト云
フ」とあるように，ヌルハチの宮殿の肚で，品字形に小
高い土台が3つ点在している。同書には「太祖居肚ノ東
バーE地ヲ隔テテ協領衙門二対ス」とあり，当時はまだ
ここを管理する興京城駐防八旗の協領の役所が存在して
いたのであるが，現在はその痕跡を留めない。また正白
旗や正藍旗の衙門が何時の時期のものか疑問である。さ
らに最近正白旗衙門の建物が新たに建てられていたが，
果して原形なのか否かこれまた疑問に思えた。
　なお外城壁はその痕跡が部分的に残存しているが，特
に内城の東門を出て，東方の台地上にある顕佑宮肚に向
う途中，その痕跡が明瞭に観察できた。ともあれヘトア
ラはフェアラに比べて平坦で，蘇子河にも近く地理的に
便利な土地であるように思えた。
　3．　ゲ　レ　　　　　　　　　　　　、
　グレ城は現在の古楼に近く，蘇子河と爽河との合流点
附近の丘陵に在る。グレは元来ヌルハチの興起の少し前
に建州に覇を唱えていた王呆の居城であった。王呆の没
落後その遺子アタイはここに拠ったが，万暦11年（1583）
明の遼東総兵李成梁に攻められた際，アタイの妻である
孫娘の救出に赴いたヌルハチの祖父と父は明兵に殺さ
れ，ヌルハチの挙兵となった。グレはそうした由緒のあ
る城である。また万暦21年（1593）にヌルハチがここに
陣を張って，エホ，ハダなどの9国連合軍を撃破した古
戦場でもあり，『満洲実録』巻1には「その城は山の上
に築いて堅固」とある。
　グレ城を初めて実地に踏査したのは高橋匡四郎氏であ
る。尤もr満洲写真帖』にも「古楼附近」と題した写真
が1葉収録されていて，ヌルハチの父祖が李成梁に誘殺
された処と説明されているが，この時の旅行記「游清第
三記」（『内藤湖南全集』第6巻所収）をみても，内藤氏
は永陵への旅行の途次，営盤より上來河までの1日行程
中に古楼を通過したに過ぎず，特に城趾を調査した形跡
はない。高橋氏は1941年11月発行のr建国大学研究院研
究期報』第2輯に「蘇子河流域に於ける高句魂と後女真
の遺跡」と題する論文を発表し，その中で「呉勒城鮭」
の1項を立ててグレの山城について記している。その記
述によると，初め西方の薩爾潜の方から鼓楼村に入って
古老に尋ねたところ一向に知らぬと云うので，引返して
翌日南雑木の方から上來恰に出て西方へ進み，鼓楼の村
落の直ぐ東の入口に，蘇子河の北岸に沿って立派な山塞
肚があるのを発見したという。我々もやはり南雑木を経
て上爽恰から爽河に沿ってバスで西進し，蘇子河の手前
で下車し，徒渉して山城に到った。山城は小規模ながら
も南方と西方が蘇子河に臨む険要なもので，現在頂上は
松林で一面雑草が生茂っているが，東方に城門肚と覚し
きものがあり，石垣も若干残っている。高橋氏は『盛京
吉林黒龍江等処標注戦蹟図』や『清乾隆内府輿図』にグ
レが蘇子河の南岸に位置することから，この山城をグレ
城に比定するのに若干疑念を抱かれているようであり，
今西春秋氏も「JuSen国域考」（r東方学紀要』2，1967，
p，11～13）において，アタイの居城がここである否かは
ともかく，9国連合軍を撃退したのは蘇子河の北と断じ
ている。現地の専門家は固りここをグレ山城として我々
を案内したのであるが，屈曲した蘇子河に臨む険要な地
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形で，その附近が割合平坦なところからみて，他に比定
するに有力な条件を備えた場所がない限り，ここがグレ
山城に間違いないと思う。
　4．　ジャイフィヤン　　　　　　　　h
　ジャイフィヤンは渾河と蘇子河の合流点，すなわち北
に渾河，南に蘇子河を臨む険阻な山城である。現在一帯
は鉄背山と呼ぼれているが，南側のギリン・・ダ（Glrin
Hada）はサルフ戦の古戦場として甚だ名高い。ただこ
の方面は戦後建造された大伏房水庫の広大なダムの東部
に位置して，水位が高くなり，渾河を隔てて対岸に張作
森の墳墓として造営された元帥林の石柱や階段も下部が
水没している有様である。従ってジャイフィヤン城へ行
くにはダムを船で1時間半程航行し，渾河に面する北側
の崖から登らねぽならない。相当険しい道を約30分登る
と頂上に到着する。
　頂上の城趾には石組みが残存し，碑の破片が散乱して
いるが，尾根の平坦な所は極めて狭小で，広大なヘトア
ラとは全く比すべくもない。当時の状況を「建州聞見
録」には
　　者片在両水間，極険阻，城内絶無井泉，以木石雑
　　築，高数丈，大小胡家皆在城外水辺，今又於城下十
　　里許，拠険築城，造作窩舎，将為留住之所，
と記している。者片とはジャイフィヤンの音を写したも
のである。
　r満文老櫨』（1．p．110）によると，天命3年（1618）
9月ヌルハチが「明国に対して戦となって，我等はこの
奥地に居て行兵すれば，東端にいる軍の人馬は道が遠い
ので苦労する。明の方，西に進んで，ジャイフィヤンの
地に築城して住まう」と言っているように，この年4月
七大恨を発して明と国交を断絶し，撫順城を攻略した後
金にとっては，ジャイフィヤンは対明攻撃の前線基地と
して重視されていたのである。ただその年は城の木石を
送り整地したが寒くなったので築城を中止した。そして
翌年3月サルフ戦においては，ジャイフィヤンへ進撃し
てきた明の杜松の大軍を，後金軍はギリンハダから衝き
落して全滅させた。サルフ戦の直後の4月，ヌルハチは
ジャイフィヤンの城を造るべき処を指示し（r老櫨』1．
p．145），6月ここに落着くことを決定し，后妃等を連れ
て来させた（同1．p．157）。しかしジャイフィヤンに居
たのは僅か1年で，天命5年（1620）9月にはサルフに
移った（同1．p．256）。
　戦前ジャイフィヤンを実地に踏査したのはやはり高橋
氏であるが，その報告は前掲の論文には「界藩城趾」と
して僅か5行余りの簡単な記事しか記されていない。近
年撫順市博物館の諸氏が1984年3月及び10月にここを調
査したとのことで，私が1987年10月9日同館を見学した
際には，「界藩城房玩」「同城培結構」の2葉の写真が陳
列されていたが，1988年5月出版の『遼海文物学刊1888
－1』には，その調査に参加した悠達氏の「撫順後金界
藩城和薩爾瀞城調査」なる論文が掲載され，調査結果が
報告されている。
　ヌルハチは天命4年6月には明の開原城，7月には鉄
嶺城を攻略し，8月には開原辺外に在り唯一つ残存して
いた海西女直の大国エホを滅ぼした。ジャイフィヤンか
ら北へ進めぽ鉄嶺，開原に到達する。開原城を攻略した
後，ヌルハチは部下の反対を抑えてジャイフィヤン城を
築いてそこに居るようにしたのは，ヘトアラや各自の本
拠に戻っては馬が肥える間もないとヌルハチ自ら言って
いるように（『老†當』1．P．157），引続き鉄嶺やエホを攻
撃するためには出城としてジャイフィヤンは重要であっ
たのである。
　5。　サルフ
　サルフは明清決戦の関ケ原ともいうべき古戦場として
余りにも名高い。蘇子河を隔ててジャイフィヤンの西南
2kmの位置に在るが，現在はダムの水中に半島の如く
突き出ている。
　古く内藤湖南氏は永陵への往復の途次2度サルフを訪
れ，『満洲写真帖』にその写真が5葉収められているが，
詳しい記事はない。また高橋氏の前掲論文にも「薩爾潜
城趾」の項目があり，1939年頃黒田源治氏ら数人と調査
したようであるが，専ら高句麗時代の山城が問題とされ
ていて，後金のそれについては全く触れていない。
　薩爾瀞城は『欽定盛京通志』巻29に「内城週囲三里，
東南各一門，西南西北各二門，外城週囲七里，四方各一
門」とあるから，ジャイフィヤンに比べて遙かに規模が
大きく，地形もそれ程険阻でない。我々はダムの水上か
ら東薩爾潜の南岸に上陸し，外城の南糖の版築，土石緒
の一部が露出しているのを調べ，さらに東北岸に廻航し
て上陸し，叢をかき分けて丘陵に上り，林の中の外城壁
を見ることができた。ただ当日は雨勢が強くそれ以上進
めず残念であった。サルフ城趾も1984年撫順市博物館に
おいて調査し，その報告はここへ我々を案内した悠達氏
の前掲論文中に記されている。城趾の具体的な形状は目
下のところこの報告に拠る以外に手はない。なお因みに
曽つて薩爾濤には乾隆帝御筆の戦勝記念の碑が立てられ
ていたが，戦後碑亭は取払われたとのことで，碑の本身
は現在藩陽故宮博物館に保管されている。
　前述のようにヌルハチは天命5年9月ジャイフィヤン
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からサルフに移った。僅か1年でジャイフィヤンを離れ
たのは，そこは余りにも険阻で日常生活に不便であった
からで，その点サルフは広く地形もよかったのであろ
う。ヌルハチは次に渚陽・遼陽方面への進出を目論んで
いたが，それにはやはり前線基地としてサルフに拠らざ
るを得なかったのである。かくして翌天命6年（1621）
3月には彼は藩陽・遼陽を攻略し，遼河以東の明の直轄
領を悉く占領したのである。
　6．エホ・ハダ・ウラの城吐
　最後にヌルハチに滅ぼされた海西女直の3国の城阯に
ついて簡単に述べたい。エホは吉林省四平市の東南，旧
辺矯布繭図庫門（山門鎮）の外15klnの現梨樹県葉赫
満族鎮に在る。エホに東西の2城のあることはよく知ら
れているが，東城は平坦な低い台地の上にあり，内城内
はいまトウモロコシ畑となっている。これに対し西城は
全くの山城で規模も大きく，内外の城壁が残存してい
る。
　ハダの城肚としては，遼寧省開原県の東方八裸樹鎮の
先の古城子山下を見学したが，現在は全く平坦なトウモ
ロコシ畑となっていて遣跡を確認できなかった。その先
約10kmの王某城村に山城があり，内城は馬蹄形をし
ている。王呆城の標石が立っているが，ハダの新城とい
われているようである。
　ウラの城肚は吉林市の北方，松花江畔の烏拉街満族鎮
に在り，幾つか残存しているが，その内フルハ城と烏拉
古城を見学した。いずれも平地に在り，畑の中に土城が
残存している。
　ホイファの城肚は残念ながら事情により訪ねることが
できなかったが，上記の3国の城趾の周辺は，いずれも
平地が多く肥沃な農地のようで，全くの山国である蘇子
河流域のマンジュ・グルンの状況と著しく異っているよ
うに思えた。海西女直の遣跡については，吉林師範学院
古籍研究所の李樹田氏を主任とする考察隊が1987年の春
秋に調査を行い，その一応の報告が1988年6月発行の
『吉林師範学院学報1988年第2期』に「明季属倫四部考察
紀実」として載っている。すなわち李樹田氏の「恰達古
城探疑」，劉貴君氏の「烏拉古城考録」，張雲樵・趙殿坤
氏の「葉赫城考辮」，衣興国氏の「輝発古城考析」より成
る。マンジュ・グルン及びフルン4国の城玩の調査は，
現在中国でも緒に就いたぼかりで，未だ解明されていな
い所が少なくない。今後さらにより本格的な調査が推進
されるべきであろう。
